




































効果があることが示されている (福井 1956, 神田・












































2006 年 7 月から市内の 64 ヶ所に温度ロガー
(日置 3670) を順次設置し, 定時気温観測をおこ




測間隔は 10分であり, およそ 3ヶ月に 1回の割
合でデータ回収が行われている｡














m2) を掛けあわせることで行った｡ 一方, 阿部











図 1 定点観測点 (▲印)の分布
図中陰影部は森林緑地 (阿部 2007) を示す
気温データに関しては, 2006年 12月から 2007
年 11月までのデータを用い, 冬季 (12月, 1月,
2月), 春季 (3月, 4月, 5月), 夏季 (6月, 7







の森内部の 1カ所, 計 26カ所である｡
3 結果と考察
3.1 近年の森林面積変化





かる｡ 一方, 流山市南部においては, 減少が認め
られるもののその規模は小さい｡ 1974 年に 700
ha以上あったと考えられる森林は, 1994年には

























温差は 1℃以下と小さい｡ 一方, 冬季における最
高気温差は, 2℃程度となっているが, 最低気温






て, 高温地域, 低温地域, 中庸地域に属する地点
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会館｣ は, 季節を通じて高温域に属しており, こ





｢総合運動公園北｣ や ｢八木中学校｣ が存在する
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表 1 相対的な高・低温域の季節変化
地点番号 地 点 名 春 夏 秋 冬
1 小山小学校 中 中 ― 低
2 流山北小学校 低 中 低 低
3 長崎小学校 低 低 低 ―
4 八木南小学校 低 低 低 低
5 流山市役所 高 中 高 高
6 石井宅 中 中 低 中
7 南口都市広場 高 ― 高 高
8 フットライト 中 中 中 中
9 コミュニティプラザ福祉センター 低 低 低 低
10 流山生涯学習センター 高 中 高 高
11 宮園 1号公園 ― 中 低 低
12 ふくろうの森 中 低 中 中
13 常盤松小学校 中 低 中 高
14 駅前公園 中 ― 中 中
15 平和台 1号公園 中 中 中 高
16 江戸川大学 高 中 高 高
17 総合運動公園南 中 中 中 高
18 鰭ヶ崎施工地区 中 低 中 高
19 八木南第一コミュニティホーム 高 中 ― 高
20 南部中学校 高 中 高 高
21 赤木福祉会館 高 高 高 高
22 諏訪神社 中 低 中 中
23 総合運動公園北 低 低 低 低
24 流山消防署 中 高 中 中
25 八木中学校 低 低 低 低
26 市野谷の森内部 中 低 中 高
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一方, 冬季においては相対的な高温域を形成する











上で計測した｡ 観測地点を中心として, 5, 10, 15,




て, 高温域, 中庸域, 低温域に属する地点毎に平
均し, 森林被覆率の比較を行った｡ 図 8にこの結
果を示す｡ 図中の凡例において, 夏季低温地区,
冬季低温地区, 冬季高温地区は, それぞれ冬季に












4 ま と め
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